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aTOKYO株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役：北島輝一）は2026年3月13日(金)から3
月15日(日)にわたり東京国際フォーラムを会場にART FAIR TOKYO 20を開催することを発表致し
ます。

• 今回は国内外から141軒のギャラリーが参加し、このうちで新規の参加は10軒となります。各セグメントとしては現代美術

から75軒、近代美術より25軒、古美術より17軒、工芸より13軒のギャラリーが出展し、海外から4軒が参加し、石川県立輪
島漆芸技術研究所等のギャラリーの枠におさまらない出展者が7軒出展します。

• 2年ぶりの出展となりLEE SAYAの他、前回からも引き続き小山登美夫ギャラリー、シュウゴアーツ、カイカイキキギャラリ
ー、TARO NASUなど国内の主要な現代美術のギャラリーに加え、近代美術・古美術・工芸領域のギャラリー等が出展いたし

ます。

• ART FAIR TOKYO 20では昨年に新設した映像作品にフォーカスするセクション「FILMS」の新しいエディションを企画し、実

施致します。プログラム全体の構造を強化し、作品の鑑賞にとどまらず、映像表現の歴史やそれを取り巻く環境をスタディ
する機会を提示し、その上で「映像作品を購入対象として捉えてもらう」ことを目指すことで、日本のコレクターへコレク

ションの幅を広げる契機、そして国内の美術市場における映像作品及びそれをメインの作品とするアーティストの普及に努
めます。

ART FAIR TOKYO 20ではメインビジュアルにアーティストの宮島達男によるCounter Skin in
Hiroshima-3 goldを起用致します。

Summary

Main Visual

2026年3月に開催されるアートフェア東京は記念すべき20
回目となります。 アートフェア東京の開催に当たって、
我々は一部のジャンルに偏向せず、同時にクオリティの
水準を高く保つことを心がけて来ました。

一部のジャンルに限定した展示は、容易にテーマをかざ
すことができるため、来場者にとっても快活な印象を受
けることもあるかもしれません。他方、フェアの本義と
は多様なものから選び出すための場の提供することであ
り、言わば日本の様々なジャンルを含んだフロンティア
の縮図を提示することだと考えるのです。アート作品と
は、アーティストが社会に対する意志の表明を個人的に
表現したものと言えます。

作品はギャラリーなどを通じて、世の中に公開され、個
人もしくは美術館が所蔵/私有します。しかしこの一連の
個人的な行動は、所蔵/私有する主体の社会に対する意見
表明でもあり、さらには展示等を通じてコミュニティに
対しても影響を与えます。
つまり、アートをコレクションするという営みは、私的
でありながら“公共性”を担う行為であると言えるでし
ょう。 千羽鶴に平和への願いが込められていることは日
本国内よりむしろ海外に知られています。

我々は多くの個人的な行動が社会に多くの変革をもたら
すようなアートマーケットの実現を目指します。

アートフェア東京 マネージングディレクター 北島輝一



アメリカ大使館、ベルギー王国大使館、ブリティッシュ・カウンシル、チェコ共和国
大使館、マレーシア大使館、北海道、群馬県、三重県、京都府、兵庫県、香川県、福
岡県、石川県、富山市、金沢市、京都市、東京観光財団ほか
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広報画像はこちらからダウンロードをお願い致します。

ART FAIR TOKYO 20の出展ギャラリー
は右のリストの通りとなります。

※12月1日現在の情報となり、全体は次回リリース（2026年1月予定）でご案内致します。

上野の森美術館、SOMPO美術館、戸栗美術館ほか

https://drive.google.com/drive/folders/1ZJmJ4ly6b4eypuybv5QC5Xxvlq0SZG2O

